
2021年9月26日(日) 14:00開演 (13:30開場) 
西南コミュニティセンター

プログラム


K.リピンスキ (1790-1861)   ３つのポロネーズ Op.9 より第１番


  

K.シマノフスキ (1882-1937)  弦楽四重奏曲第１番ハ長調 Op. 37

         I. Lento assai - Allegro moderato

         II. Andantino semplice (In modo d’una canzone)

         III. Vivace - Scherzando alla burlesca. Vivace non troppo


H.グレツキ (1933-2010)  ジェネシス Ⅰ : エレメンティ Op.19-1


休憩


H.ヴィエニャフスキ (1835-1880)  

２つのヴァイオリンのためのエチュード・カプリス Op.18より第４番


K.ペンデレツキ (1933-2020)  

ヴァイオリンとヴィオラのためのチャコーナ (2009) 


W.ルトスワフスキ (1913-1994)  弦楽四重奏曲 (1964) 

         Ⅰ. Introductry Movement

         Ⅱ. Main Movement


Ensemble Falke
変革のポーランド ～時代を超える魂の叫び～ 

主催：アンサンブル・ファルケ 
協力：日本音楽財団（日本財団助成事業） 
後援：福岡市、(公財)福岡市文化芸術振興財団、 
　　　ポーランド広報文化センター、公益社団法人日本演奏連盟、 
　　　(株)イズタ・バイオリン、(株)弦楽器工房まつもと、(株)シャコンヌ



～演奏者プロフィール～ 

江頭 摩耶 （ヴァイオリン）  
名古屋市立菊里高等学校音楽科を経て愛知県立芸術大学音楽学部を卒業。桑原賞、中村桃子賞を受賞。中部読売新人コ
ンサートに出演。2008年にフィンランド国立シベリウスアカデミーを最優秀の成績で卒業。在学中にはシベリウスアカ
デミーオーケストラのコンサートマスターに繰り返し抜擢され、エサペッカ・サロネン、レイフ・セゲルスタムらと共
演。これまでに、クオピオ市交響楽団首席奏者、ラハティ市交響楽団第二ウヴァイオリン奏者、シベリウスアカデミー
非常勤講師(以上フィンランド)、ポルト・カサダムジカ交響楽団(ポルトガル)コンサートマスター、愛知県立芸術大学
非常勤講師などを務める。ゲストコンサートマスターとして、ヨーエンスー市交響楽団、オウル市交響楽団(以上フィン
ランド)、ノールランドオペラ(スウェーデン)、愛知室内オーケストラなどに客演。 2014年には名古屋でソロリサイタ
ルを行い、「音楽の友」にて高評を得る。2015年から現在まで、モザンビークのマプト国際音楽祭、シキツィプロジェ
クトに毎年招聘され、継続的に演奏と指導に携わる。2016年、2017年には同国および南アフリカでの指導とリサイタ
ルのため、国際交流基金から助成を受けた。現代音楽にも造詣が深く、2014年からは名古屋を拠点とした現代音楽ア
ンサンブル「音楽クラコ座」にヴィオラ奏者として参加している。福岡市在住。

山下 大樹 （ヴァイオリン）  
全日本学生音楽コンクール北九州大会中学校の部３年連続上位入賞。全国大会入賞。「楽興の時」若き音楽家のための
室内楽セミナーにて優秀演奏者受賞。オーストリア・Euro Music Academy にて名誉ディプロマ受賞。フィデリオ基
金コンクール（ウィーン）で入賞し、オーストリア放送局より演奏が放送された。
これまでに 原田幸一郎、西和田ゆう、扇谷泰朋、佐藤仁美、景山誠治、Nicolas Koeckert、Boris Brovtsyn 各
氏に師事。桐朋女子高等学校音楽科卒業後、旧ウィーンコンセルヴァトリウム私立音楽大学にて研鑽を積む。在学中、
年間１００公演以上ウィーンでのソロや室内楽などの演奏会への出演等、ウィーンを中心にヨーロッパ各地で、演奏活
動を展開していた。
2020年5月より九州交響楽団第2ヴァイオリン首席奏者に就任。エリザベト音楽大学非常勤講師。

松隈 聡子（ヴィオラ） 
ロッテルダム音楽院卒業。ヴァイオリンを松村英夫氏に、18歳でヴィオラに転向後、内田博、ヴラ
ディミール・メンデルスゾーン、平石謙二の各氏にヴィオラを師事。トゥルクミュージックフェス
ティバル、サヴォンリンナミュージックアカデミー、オランダ国立ユースオーケストラ、ヴィオラ
スペース東京、新・福岡古楽音楽祭、つくば古楽合宿、北九州バロックアンサンブルセミナー、楽
興の時、リゾナンザ サマーアカデミー等に参加。ロジャー・タッピング、寺神戸亮、若松夏美、成
田寛の各氏のマスタークラスを受講。シンフォニア・ロッテルダムとテレマンのヴィオラ協奏曲、
西南オラトリオアカデミーオーケストラとヒンデミットの葬送音楽を共演。日本演奏連盟主催新人
演奏会にて九州交響楽団と共演。室内楽ではアドリアン・コックス、若尾圭介、後藤龍伸、田中香
織の各氏と共演。現在は室内楽、オーケストラ等でバロックから現代まで幅広く演奏活動を行う。
演奏会の企画、運営も積極的に行っている。響ホール室内合奏団首席ヴィオラ奏者。アルカス
SASEBOジュニアオーケストラ講師。ぼんぐうメンバー。コンセール・エクラタン福岡メンバー。



宇野 健太（チェロ）
大分県日田市生まれ。東京藝術大学附属音楽高等学校を経て、ウィーン私立音楽芸術大学を最優秀
の成績で卒業ならびに同大学院を最優秀の成績で修了。またグラーツ国立音楽大学現代音楽演奏学
科にて世界でもトップクラスの現代音楽アンサンブル「クラングフォールム・ウィーン」のもとで現
代音楽の演奏法を学ぶ。チェロをこれまでに金木博幸、山崎伸子、河野文昭、W.シュルツ、C.オッ
テンザマー、B.ヴァインマイスター、F.バルトロメイの各氏に師事。 
2017年、クライペダ国際チェロコンクール第2位、同年パドヴァ国際音楽コンクール弦楽器部門第1

位、総合部門第2位を獲得。 

これまでにソリストとして、ウィーン・コンツェルトハウスにてジェンキンスの「武装した男」、ク
ライペダ室内管弦楽団と佐藤聰明の「RUIKA」、品川フィルハーモニー・アンサンブルとルトスワフ
スキの「グラーヴェ」やハイドンのチェロ協奏曲を演奏するほか、ルクス音楽祭、シオン音楽祭、
サンクト・パウル音楽祭などのヨーロッパの音楽祭への出演も果たした。
2018年から2020年まで自身が主宰したJapanische Virtuosen Wienの代表をつとめ、ウィーン
における日本人留学生の演奏機会の向上と日本人作曲家の紹介につとめた。2020年にはベートー
ヴェンのチェロとピアノのための作品全曲演奏会をウィーンとメードリング、福岡にて開催した。
2020年より九州を拠点に活動。



次回ファルケ公演は2022年1月を予定！ 

ファルケ SNSはこちら!  

いいね" &登録をお待ちしています！ 

ハッシュタグは #ファルケ福岡 でお願いいたします#  


